
２０２５０６０１滋賀県精神保健福祉士会基調講演 

 

◯目的 

令和４年 12 月に精神保健福祉法が改正され、精神障害者の権利擁護を図るものであることが明確化され、令

和 6年４月から精神科病院の業務従事者による虐待について都道府県に通報することが義務化されました。 

その背景には、今なお続く精神科病院での虐待事件があります。 

滝山病院での虐待事件をテーマとした、「ルポ死亡退院」は衝撃的な内容であり、この問題について改めて考え

る機会の必要性を感じました。 

「私たちは虐待を防ぐために何から始めるべきか、何をするべきか」、他人事にしないための気づきにつながるこ

とを目的として、本研修会を企画しました。 

また、全国や滋賀県の現状がどのようになっているのかも知る機会としたいと思います。 

 

◯テーマ 

「ルポ 死亡退院～精神医療・闇の実態～」を通して考える精神医療 

 

◯日時 

令和７年６月１日 １４：４５～１６：４５ 

 

◯講師 

NHK大阪放送局 持丸彰子ディレクター 

精神保健福祉センター 辻本所長（調整中） 

 

◯対象 

滋賀県精神保健福祉士会会員 

社会福祉士会、医療ソーシャルワーカー協会 ２府４県精神保健福祉士協会 

県内精神科病院 相談支援事業所 

 

◯内容 

①「ルポ死亡退院」を通して考える精神科病院での虐待について（70分程度） 

 NHK大阪放送局持丸ディレクター（精神保健福祉士） 

 

休憩（10分） 

 

②パネルディスカッション（30～４０分程度） 

司会 石田氏 

パネリスト NHK大阪放送局 持丸氏 

         滋賀県立精神保健福祉センター 辻本氏 

         滋賀里病院 一圓氏 


